
【昭和３１年２月６日第３種郵便物認可】 石 油 化 学 新 聞 ２０２１年（令和３年）３月１日（月曜日） （４）

ト
ク
ヤ
マ

新

中

計 

電
子
・
健
康
・
環
境
に
力

25
年
度
に
営
業
益
400
億
円

宇
治
に
新
系
列
2000
㌧

ユ
ニ
チ
カ 

柔
軟
品
は
１
年
内
上
市
へ

ＰＡ10Ｔ

^

　
三
井
化
学
東
セ
ロ
は
、
次

期
社
長
に
松
坂
繁
治
取
締
役

常
務
執
行
役
員
が
４
月
１
日

付
で
就
任
す
る
人
事
を
内
定

し
た
。
貝
出
健
社
長
は
相
談

役
と
な
る
。

  

松
坂
繁
治
（
ま
つ
ざ
か
・

^

し
げ
は
る
）
氏
　
86
年
慶
應

義
塾
大
文
学
部
卒
、
三
井
石

油
化
学
工
業（
現
三
井
化
学
）

入
社
。
18
年
三
井
化
学
東
セ

ロ
取
締
役
、
19
年
三
井
化
学

執
行
役
員
、
20
年
三
井
化
学

東
セ
ロ
取
締
役
常
務
執
行
役

員
。
東
京
都
出
身
、
57
歳
。

^^

　
三
井
・
ダ
ウ
ポ
リ
ケ
ミ
カ

ル
の
次
期
社
長
に
４
月
１
日

付
で
三
井
化
学
の
加
藤
良
二

ミ
ツ
イ
・
ケ
ミ
カ
ル
ズ
・
ア
メ

リ
カ
副
社
長
が
就
任
す
る
。

舘
野
均
社
長
は
退
任
す
る
。

^^

　
三
井
化
学
産
資
の
次
期
社

長
に
４
月
１
日
付
で
三
井
化

学
の
橘
明
宏
執
行
役
員
が
就

任
す
る
。
齋
藤
周
社
長
は
退

任
す
る
。

^^

　
三
井
化
学
の
完
全
子
会
社

ア
ー
ク
の
社
長
に
４
月
１
日

付
で
三
井
化
学
の
下
郡
孝
義

取
締
役
専
務
執
行
役
員
が
就

任
す
る
。
下
郡
氏
は
６
月
25

日
付
で
三
井
化
学
取
締
役
を

退
任
す
る
予
定
。
ア
ー
ク
社

長
の
小
守
谷
敦
・
三
井
化
学

執
行
役
員
は
三
井
化
学
常
務

執
行
役
員
に
就
任
す
る
。

三
井
化
学
東
セ
ロ

次
期
社
長
に
松
坂
氏

三
井
・
ダ
ウ
ポ
リ
ケ
ミ
カ
ル

加
藤
良
二
氏
が
社
長
に加藤良二氏

三
井
化
学
産
資
は
橘
氏橘明宏氏

ア
ー
ク
社
長
に
下
郡
氏下郡孝義氏

新
中
期

戦

略 

ス
マ
ー
ト
事
業
な
ど
拡
大

循
環
型
社
会
に
貢
献

ダイセル

基盤固め成長加速

石化やＭＭＡ構造改革

５
ヵ
年
中
計

化
繊
協
炭
素
繊
維
委

複
合
材
料
セ
ミ
ナ
ー

「
市
場
回
復
に
備
え
」

東
レ
、Ｕ
Ｆ
膜

ウ
イ
ル
ス
除
去

高
透
水
を
両
立

小山俊也氏

越智仁社長

横田浩社長

小河義美社長

大
倉
工
業 

今
期
、フ
ィ
ル
ム
全
般

売
上
高
倍
増
め
ざ
す

環境対応品

　
東
レ
は
、
ウ
イ
ル
ス
除
去

性
と
透
水
性
を
高
い
レ
ベ
ル

で
両
立
し
た
限
外
ろ
過
（
Ｕ

Ｆ
）
膜
の
新
製
品
を
開
発
し

た
。
食
品
・
飲
料
か
ら
下
廃

水
再
利
用
な
ど
幅
広
い
分
野

の
水
処
理
で
安
全
・
安
心
な

処
理
水
を
省
エ
ネ
・
低
コ
ス

ト
で
提
供
で
き
る
Ｕ
Ｆ
膜
と

し
て
実
用
化
を
目
指
す
。

　
東
レ
は
フ
ッ
化
ビ
ニ
リ
デ

ン
樹
脂
（
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
）
製
の

中
空
糸
Ｕ
Ｆ
膜
を
水
処
理
用

途
に
展
開
し
て
い
る
。
新
製

品
の
表
面
側
は
孔
径
分
布
の

均
一
な
薄
層
を
重
ね
、
ウ
イ

モ
ノ
マ
ー
の
反
応
効
率
が
高

く
省
エ
ネ
で
運
転
安
定
性
に

優
れ
る
。
ラ
イ
セ
ン
ス
実
績

は
今
回
の
案
件
で
７
件
目
。

^

　
帝
人
は
航
空
・
宇
宙
用
途

向
け
の
技
術
を
使
っ
た
高
機

能
炭
素
繊
維
中
間
材
料
を
ス

ポ
ー
ツ
用
途
に
展
開
す
る
。

そ
の
新
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

「
テ
ナ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｗ
（
パ
ワ

ー
シ
リ
ー
ズ
）」
と
「
同
Ｂ

Ｍ
（
ビ
ー
ム
シ
リ
ー
ズ
）」

を
立
ち
上
げ
た
。

　
Ｐ
Ｗ
は
パ
ワ
ー
や
ス
ピ
ー

ド
を
求
め
る
ユ
ー
ザ
ー
に
向

け
た
ブ
ラ
ン
ド
で
、
航
空
機

に
必
要
な
靭
性
向
上
技
術
を

用
い
た
炭
素
繊
維
中
間
材

料
。
高
強
度
・
高
弾
性
率
の

樹
脂
を
使
用
し
て
い
る
の
が

特
徴
。
Ｂ
Ｍ
は
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
性
を
求
め
る
ユ
ー
ザ
ー

に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
で
、
人

工
衛
星
に
搭
載
さ
れ
る
製
品

の
技
術
を
活
用
し
た
炭
素
繊

維
中
間
材
料
。
剛
性
、
直
進

性
、
操
作
性
、
安
定
性
、
振

動
吸
収
性
に
優
れ
る
。

^

　
日
本
化
薬
は
半
導
体
製
造

装
置
メ
ー
カ
ー
、
テ
イ
コ
ク

テ
ー
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
愛

知
県
東
海
市
）
の
全
株
式
を

４
月
に
譲
受
す
る
契
約
を
結

ん
だ
。
既
存
の
材
料
事
業
に

装
置
事
業
を
加
え
、
顧
客
へ

の
提
案
力
を
強
化
す
る
。

帝
　
　
人

高
機
能
Ｃ
Ｆ
中
間
材

ス
ポ
ー
ツ
向
け
展
開

日
本
化
薬

装
置
メ
ー
カ
ー
買
収

半
導
体
関
連
を
強
化

^

　
住
友
化
学
は
ロ
シ
ア
連
邦

タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
大
手
石
化

メ
ー
カ
ー
、
カ
ザ
ン
オ
ル
グ

シ
ン
テ
ツ
に
高
圧
法
低
密
度

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
Ｌ
Ｄ
Ｐ

Ｅ
）
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
ラ

イ
セ
ン
ス
供
与
す
る
。

　
同
技
術
は
住
友
化
学
が
開

発
し
た
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
型

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
造
プ
ロ
セ

ス
で
、
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
と
エ
チ
レ

ン
―
酢
酸
ビ
ニ
ル
共
重
合
体

（
Ｅ
Ｖ
Ａ
）
を
併
産
で
き
る

の
が
特
徴
。
酢
ビ
の
添
加
量

を
調
整
し
て
幅
広
い
製
品
グ

レ
ー
ド
に
対
応
す
る
こ
と
も

可
能
。
汎
用
的
な
反
応
開
始

剤
で
重
合
が
ス
タ
ー
ト
し
、

住
友
化
学
が
供
与

タ
タ
ル
ス
タ
ン
大
手
に

高
圧
法
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
技
術

　
ダ
イ
セ
ル
の
小
河
義
美
社

長
は
ポ
リ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

の
完
全
子
会
社
化
な
ど
を
踏

ま
え
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た

25
年
度
ま
で
の
新
中
期
戦
略

「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
ト
２
０
２

５
―
Ⅱ
」
に
つ
い
て
説
明
会

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
カ
バ
リ
ー

の
拡
大
で
石
炭
使
用
量
を
削

減
す
る
。
電
子
材
料
や
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
事
業
を
中
心

に
国
際
展
開
も
加
速
。
30
年

度
に
海
外
売
上
高
比
率
50
％

以
上
（
同
20
％
）
を
目
指
す
。

　
５
年
間
の
設
備
投
資
額
は

前
中
計
の
２
倍
強
と
な
る
２

千
億
円
を
計
画
。
研
究
開
発

費
も
拡
充
す
る
。
別
枠
で
Ｍ

＆
Ａ
向
け
の
戦
略
的
投
資
３

０
０
億
円
を
確
保
し
た
。

　
ト
ク
ヤ
マ
の
横
田
浩
社
長

は
21
～
25
年
度
の
５
カ
年
中

期
経
営
計
画
の
概
要
を
説
明

し
た
。
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

変
革
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て

い
る
」
と
し
て
、
石
炭
火
力

発
電
所
の
競
争
力
を
源
泉
と

し
て
き
た
戦
略
を
根
本
的
に

見
直
し
、
電
子
、
健
康
、
環

境
の
成
長
３
事
業
の
売
上
高

を
年
率
10
％
以
上
増
や
し
25

年
度
に
連
結
売
上
高
の
50
％

以
上
、
30
年
度
に
60
％
以
上

を
目
指
す
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
転
換
を
加
速
す
る
。

　
併
せ
て
重
点
課
題
と
し
て

「
30
年
度
に
Ｃ
Ｏ

総
排
出

量
の
19
年
度
比
30
％
削
減
」

を
目
標
に
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
す
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

経
営
を
推
進
す
る
。
「
再
生

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
、
21
年
度
か
ら

５
カ
年
中
期
経
営
計
画
「
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
25
」
を
始
動
す

る
。
21
～
25
年
度
を
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
（
21

～
22
年
度
）
と
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
（
23
～

25
年
度
）
の
２
段
階
に
分

け
、
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
で
は
収

益
の
回
復
、
事
業
基
盤
強

化
、
成
長
へ
の
布
石
に
重
点

を
絞
り
、
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
で
成

長
を
本
格
的
に
加
速
さ
せ

る
」
（
越
智
仁
社
長
）
。

円
・
80
億
円
（
２
５
０
億
円

・
30
億
円
）、
セ
イ
フ
テ
ィ

１
千
億
円
・
１
５
０
億
円

（
６
７
０
億
円
・
25
億
円
）、

マ
テ
リ
ア
ル
１
０
５
０
億
円

・
２
５
０
億
円
（
１
０
０
５

億
円
・
１
５
０
億
円
）、
エ

ン
プ
ラ
２
１
７
０
億
円
・
３

５
０
億
円
（
１
６
７
５
億
円

・
１
９
５
億
円
）、
そ
の
他

の
改
革
事
業
な
ど
80
億
円
・

15
億
円
（
１
２
５
億
円
・
15

億
円
）。
特
に
ス
マ
ー
ト
、

セ
イ
フ
テ
ィ
、
エ
ン
プ
ラ
で

高
い
成
長
を
見
込
む
。

　
中
期
戦
略
の
前
半
は
Ｃ
Ｏ

な
ど
大
型
投
資
の
償
却
で
利

益
が
低
下
す
る
が
、
エ
ン
プ

ラ
や
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ー
な
ど

へ
の
設
備
投
資
に
よ
る
成
長

牽
引
事
業
の
拡
大
に
加
え
、

ス
マ
ー
ト
事
業
の
半
導
体
材

料
、
機
能
フ
ィ
ル
ム
、
有
機

半
導
体
や
セ
イ
フ
テ
ィ
事
業

の
民
生
用
電
流
遮
断
装
置
な

ど
次
世
代
育
成
事
業
を
伸
ば

し
収
益
を
引
き
上
げ
る
。
マ

テ
リ
ア
ル
事
業
は
脂
環
式
エ

ポ
キ
シ
原
料
の
過
酢
酸
製
造

工
程
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

に
よ
る
増
産
や
消
費
地
に
近

い
新
拠
点
で
の
増
産
も
計
画

し
収
益
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
５
カ
年
の
設
備
投
資
は
２

１
０
０
億
円
（
前
５
カ
年
は

２
１
９
６
億
円
）、
研
究
開

発
費
は
１
０
６
０
億
円
（
９

８
７
億
円
）
を
予
定
。
そ
れ

ぞ
れ
次
世
代
育
成
、
成
長
牽

引
事
業
に
重
点
配
分
す
る
。

　
日
本
化
学
繊
維
協
会
炭
素

繊
維
協
会
委
員
会
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
第
34
回
複
合
材
料
セ

ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
小
山
俊

也
委
員
長
（
帝
人
取
締
役
常

務
執
行
役
員
）
は
あ
い
さ
つ

で
事
業
環
境
に
つ
い
て
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
な
大
流
行
に
よ
り

特
に
炭
素
繊
維
複
合
材
料
の

主
力
分
野
の
一
つ
で
あ
る
航

空
機
市
場
は
、
旅
客
数
の
激

減
に
端
を
発
し
て
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
に
陥
り
、
破
壊
的
な

打
撃
を
受
け
て
い
る
」
と
述

べ
た
う
え
で
「
わ
れ
わ
れ
は

成
長
へ
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
最

先
端
技
術
を
採
用
し
た
多
く

の
飛
行
機
が
空
を
飛
び
、
自

動
車
が
道
路
を
走
る
、
そ
し

て
人
々
の
移
動
を
よ
り
快
適

な
も
の
に
す
る
と
い
う
未
来

を
思
い
描
き
、
市
場
の
回
復

に
備
え
た
い
」と
強
調
し
た
。

　「
昨
年
は
航
空
機
や
自
動

車
向
け
需
要
が
低
調
だ
っ
た

半
面
、
風
力
発
電
翼
向
け
な

ど
の
需
要
が
堅
調
に
推
移
し

国
内
の
炭
素
繊
維
生
産
量
は

前
年
比
４
％
の
減
少
に
と
ど

ま
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

回
収
を
不
要
に
で
き
、
農
業

関
係
者
の
間
で
評
価
を
高
め

て
い
る
。
拡
販
に
向
け
農
業

資
材
販
売
店
へ
の
卸
売
り
と

併
せ
、
農
業
協
同
組
合
や
農

業
生
産
者
、
農
業
法
人
へ
の

直
接
営
業
を
強
め
て
い
る
。

需
要
期
に
当
た
る
春
以
降
の

出
荷
分
の
予
約
は
順
調
に
伸

び
、
同
製
品
を
含
む
農
業
フ

ィ
ル
ム
分
野
で
の
環
境
貢
献

製
品
の
売
上
高
は
前
期
比
約

３
億
円
増
え
る
見
通
し
だ
。

　
農
業
用
以
外
で
は
昨
年
、

植
物
由
来
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を

25
％
以
上
配
合
し
た
シ
ュ
リ

ン
ク
フ
ィ
ル
ム
を
上
市
し

た
。
環
境
対
応
製
品
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
、
食
品

や
日
用
品
、
物
流
な
ど
各
市

場
の
環
境
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

提
案
・
販
売
を
強
化
す
る
。

　
現
時
点
の
環
境
貢
献
製
品

の
売
上
高
比
率
は
、
食
品
包

装
用
な
ど
各
種
フ
ィ
ル
ム
を

手
が
け
る
合
成
樹
脂
事
業
部

門
全
体
の
３
％
程
度
。
将
来

的
に
各
種
フ
ィ
ル
ム
の
半
分

以
上
を
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
に
置
き
換
え
ら
れ
る

よ
う
に
技
術
開
発
を
進
め
、

連
動
し
て
環
境
対
応
製
品
の

売
上
高
を
増
や
し
て
い
く
。

３
１
２
度
Ｃ
）
も
高
い
。
チ

ュ
ー
ブ
、
ホ
ー
ス
や
シ
ー
ル

材
向
け
な
ど
を
見
込
ん
で
お

り
、
ク
ー
ラ
ン
ト
向
け
な
ど

を
狙
っ
た
押
出
用
の
製
品
も

開
発
し
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
中

だ
。
Ｆ
Ｐ
Ｃ
の
基
材
な
ど
フ

ィ
ル
ム
向
け
や
防
振
材
、
ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
向
け

な
ど
も
有
望
視
す
る
。

　
Ｘ
ｅ
ｃ
ｏ
Ｔ
の
認
知
度
を

高
め
市
場
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

広
げ
て
い
く
う
え
で
、
既
存

設
備
は
規
模
が
小
さ
い
。
用

途
を
広
げ
な
が
ら
既
存
設
備

の
早
期
フ
ル
稼
働
に
メ
ド
を

つ
け
、
新
設
備
の
投
資
計
画

を
固
め
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
考
慮

し
新
立
地
も
念
頭
に
入
れ
て

い
た
が
、
原
料
供
給
の
円
滑

化
な
ど
を
考
慮
し
、
既
存
設

備
と
同
じ
敷
地
で
投
資
す
る

方
向
。
柔
軟
タ
イ
プ
も
生
産

に
必
要
な
付
帯
設
備
の
設
置

な
ど
、
商
品
化
に
向
け
た
体

制
の
整
備
を
急
ぐ
。

　
大
倉
工
業
は
、
バ
イ
オ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
環
境

対
応
製
品
の
今
期
売
上
高
目

標
を
前
期
の
２
倍
に
設
定
し

た
。
農
業
用
フ
ィ
ル
ム
分
野

で
は
今
期
の
販
売
数
量
を
占

う
春
以
降
出
荷
分
の
予
約
が

好
調
。
食
品
包
装
な
ど
向
け

各
種
フ
ィ
ル
ム
分
野
で
は
引

き
続
き
小
売
を
は
じ
め
ユ
ー

ザ
ー
の
環
境
意
識
の
高
ま
り

を
捉
え
て
拡
販
す
る
。

　
同
社
は
食
品
や
日
用
品
向

け
包
装
フ
ィ
ル
ム
や
農
業
用

フ
ィ
ル
ム
、
自
治
体
指
定
ご

み
袋
な
ど
各
種
フ
ィ
ル
ム
製

品
へ
の
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
活
用
を
積
極
的
に
推
進

し
、
20
年
の
環
境
対
応
製
品

の
売
上
高
は
約
８
億
５
千
万

円
と
前
年
か
ら
４
割
以
上
拡

大
し
た
。
21
年
は
さ
ら
に
９

億
円
増
や
し
約
17
億
５
千
万

円
と
売
上
高
倍
増
を
狙
う
。

　
農
業
用
フ
ィ
ル
ム
分
野
で

は
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル

ム
「
エ
コ
ロ
ー
ム
・
こ
か

げ
」
が
注
力
製
品
の
一
つ

だ
。
微
生
物
が
同
フ
ィ
ル
ム

を
分
解
す
る
た
め
収
穫
後
の

を
開
き
、
「
循
環
型
社
会
構

築
に
貢
献
す
る
」
最
終
ゴ
ー

ル
の
実
現
に
向
け
「
部
署
や

会
社
の
壁
を
超
え
た
共
同
体

（
新
企
業
集
団
）
を
形
成

し
、
セ
ル
ロ
ー
ス
事
業
の
知

見
を
生
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ロ
ダ
ク
ト
ツ
リ
ー
や
カ
ー

ボ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
フ
セ

ッ
ト
の
実
現
に
取
り
組
み
、

四
つ
の
ト
リ
ガ
ー
（
健
康
、

安
全
安
心
、
便
利
快
適
、
環

境
）
で
幸
せ
に
貢
献
す
る
製

品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
25
年
度
の
業
績
目
標
は
売

上
高
５
千
億
円
（
20
年
度
見

込
み
は
３
８
８
０
億
円
）、

営
業
利
益
７
０
０
億
円
（
２

８
０
億
円
）
な
ど
。
Ｍ
＆
Ａ

は
含
め
て
い
な
い
。
セ
グ
メ

ン
ト
別
の
売
上
高
・
営
業
利

益
目
標
は
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア
２
５
０
億
円
・
30

億
円
（
１
５
５
億
円
・
15
億

円
）、
ス
マ
ー
ト
４
５
０
億

の
礎
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
前
中
計
か
ら
一
転
し
、
新

中
計
で
は
攻
め
の
事
業
展
開

を
図
る
。
Ｃ
Ｏ

問
題
に
対

し
て
は
明
確
な
目
標
と
中
長

期
視
点
か
ら
技
術
開
発
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
注

力
し
、
将
来
の
事
業
構
造
改

革
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
25
年
度
の
業
績
目
標
を
売

上
高
（
収
益
認
識
に
関
す
る

会
計
基
準
に
適
用
）
３
２
０

０
億
円
（
20
年
度
見
込
み
２

５
５
０
億
円
）
、
営
業
利
益

４
０
０
億
円
（
３
０
０
億

円
）
に
設
定
し
た
。
Ｒ
Ｏ
Ｅ

は
10
％
以
上
を
目
指
す
。

　
成
長
の
核
と
な
る
電
子
材

料
事
業
は
「
Ｉ
Ｃ
ケ
ミ
カ
ル

と
放
熱
材
料
が
成
長
を
牽
引

し
積
極
投
資
を
推
進
す
る
。

台
湾
合
弁
の
高
純
度
Ｉ
Ｐ
Ａ

は
追
加
投
資
も
見
据
え
て
い

る
。
（
新
規
参
入
す
る
）
窒

化
ケ
イ
素
は
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自

動
車
）
向
け
な
ど
中
容
量
放

熱
デ
バ
イ
ス
と
し
て
新
工
場

の
確
実
な
立
ち
上
げ
と
一
層

の
拡
充
を
図
る
」
方
針
だ
。

電
子
材
料
事
業
全
体
で
25
年

度
に
売
上
高
１
０
２
０
億
円

（
20
年
度
６
５
０
億
円
）
、

営
業
利
益
２
０
０
億
円
（
80

億
円
）
に
拡
大
す
る
見
通
し

で
、
化
成
品
を
抜
い
て
コ
ア

事
業
に
躍
り
出
る
。

　
環
境
事
業
は
イ
オ
ン
交
換

膜
に
よ
る
水
処
理
膜
で
中
国

の
有
価
物
回
収
事
業
に
進
出

す
る
ほ
か
、
廃
石
こ
う
ボ
ー

ド
や
太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の

拡
充
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
事
業
化
を
柱
に
売
上
高
１

８
０
億
円
（
80
億
円
）
、
営

業
利
益
15
億
円
（
５
億
円
の

赤
字
）
を
見
込
む
。

　
化
成
品
事
業
は
電
解
槽
構

造
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
り
、
世
界
最
高
水
準
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
さ
ら
に
高

め
る
。
セ
メ
ン
ト
は
低
温
排

熱
の
有
効
活
用
な
ど
省
エ
ネ

設
備
の
導
入
や
廃
プ
ラ
に
よ

　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
は
収
益
の
早

期
回
復
に
向
け
合
理
化
、
働

き
方
改
革
、
業
務
改
革
、
人

事
制
度
改
革
、
組
織
改
革
、

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
の
構
築
に
よ
り
経
営
基

盤
を
強
化
し
、
成
長
へ
の
布

石
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

変
革
や
次
世
代
事
業
に
取
り

組
み
事
業
基
盤
を
強
化
す

る
。
こ
れ
ら
施
策
の
促
進
へ

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
。

　
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
改

革
も
行
い
、
リ
ス
ク
を
抱
え

る
カ
ー
ボ
ン
ケ
ミ
カ
ル
（
石

油
化
学
）
、
メ
チ
ル
メ
タ
ク

リ
レ
ー
ト
（
Ｍ
Ｍ
Ａ
）
、
コ

ー
ク
ス
の
素
材
分
野
３
事
業

の
構
造
改
革
を
実
行
す
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
ケ
ミ
カ
ル
事
業

は
「
地
球
温
暖
化
や
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
問
題
と
い
う
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
る
」
と
し
、

石
油
精
製
と
石
化
の
一
体
と

な
っ
た
環
境
負
荷
低
減
策
な

ど
を
進
め
る
。
19
年
に
は
鹿

島
地
区
で
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
の

石
油
化
学
事
業
と
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
の
石
油
精
製
事
業
の
連
携

強
化
へ
両
社
が
有
限
責
任
事

業
組
合
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
を
設
立

し
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
石

油
精
製
・
石
油
化
学
の
原
料

と
し
て
再
生
利
用
す
る
ケ
ミ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
Ｃ
Ｒ
）

の
技
術
検
討
な
ど
を
進
め
て

い
る
。
「
Ｃ
Ｒ
推
進
は
当
社

に
と
っ
て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
変
革
に
な
り
、
成

長
に
つ
な
が
る
」
と
し
て
具

体
化
を
急
ぐ
。

　
Ｍ
Ｍ
Ａ
事
業
は
、
モ
ノ
マ

ー
の
グ
ル
ー
プ
総
生
産
能
力

が
約
40
％
の
世
界
シ
ェ
ア
を

持
つ
が
「
設
備
の
老
朽
化
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、
価
格
競
争

力
の
な
い
設
備
に
よ
る
収
益

の
変
動
が
起
き
た
」
と
し
て

構
造
改
革
を
実
行
す
る
。
そ

の
一
環
で
米
国
ボ
ー
モ
ン
ト

工
場
の
閉
鎖
を
決
定
し
、
米

国
ガ
イ
ス
マ
ー
で
は
年
産
35

万
㌧
の
大
型
設
備
新
設
へ
用

地
を
取
得
し
た
。
22
年
度
半

ば
に
投
資
を
最
終
判
断
し
、

25
年
度
の
稼
働
を
目
指
す
。

  

22
年
度
の
業
績
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
コ
ア
営
業
利
益
２
５

０
０
億
円
（
20
年
度
見
込
み

１
５
３
０
億
円
）
、
純
利
益

１
２
０
０
億
円
（
４
８
０
億

円
の
損
失
）
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％

を
掲
げ
た
。
21
～
22
年
度
で

２
２
０
億
円
の
コ
ス
ト
削

減
、
１
８
０
０
億
円
の
資
産

圧
縮
を
目
指
す
。
２
年
間
の

設
備
投
資
に
４
５
０
０
億

円
、
投
融
資
に
１
千
億
円
、

Ｒ
＆
Ｄ
投
資
に
３
千
億
円
を

充
て
る
計
画
。

^

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
Ｍ
Ｍ
Ａ

事
業
の
本
社
機
能
を
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
４
月
１
日
付
で
集

約
す
る
。
同
事
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
強

化
す
る
の
が
狙
い
。
各
地
域

の
Ｍ
Ｍ
Ａ
事
業
の
中
核
会
社

の
社
名
は
同
日
付
で
「
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
ア
ク
リ
レ
ー
ツ
」

を
含
む
社
名
に
統
一
し
、
日

本
で
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
ク

リ
レ
ー
ツ
を
設
立
す
る
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
の
Ｍ
Ｍ
Ａ

事
業
の
生
産
拠
点
は
モ
ノ
マ

ー
が
日
本
、
中
国
（
２
カ

所

）、

台

湾
、

韓

国
、

タ

イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
米
国

（
２
カ
所
）、
英
国
、
サ
ウ

Ｍ
Ｍ
Ａ
本
社
機
能

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
計
11
カ
所
、

ポ
リ
マ
ー
（
ア
ク
リ
ル
樹

脂
）
が
日
本
、
中
国
、
韓

国
、
タ
イ
、
英
国
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
計
６
カ
所
に
あ

る
。
Ｍ
Ｍ
Ａ
事
業
の
本
社
機

能
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
や
英
国

子
会
社
ル
ー
サ
イ
ト
が
担
っ

て
き
た
が
、
意
思
決
定
の
一

元
化
・
迅
速
化
、
多
様
化
す

る
人
材
登
用
な
ど
経
営
基
盤

を
強
化
す
る
た
め
、
本
社
機

能
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
約

す
る
。
日
本
の
新
社
に
は
東

京
本
社
で
Ｍ
Ｍ
Ａ
事
業
に
携

わ
る
人
員
が
移
る
。
生
産
や

研
究
業
務
は
引
き
続
き
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
が
担
う
。
ル
ー
サ

イ
ト
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
の
前

身
企
業
の
一
つ
で
あ
る
三
菱

レ
イ
ヨ
ン
が
09
年
５
月
に
買

収
し
た
Ｍ
Ｍ
Ａ
事
業
会
社
だ

が
、
社
名
に
幕
を
下
ろ
す
。

　
ユ
ニ
チ
カ
は
樹
脂
事
業
で

差
別
化
品
の
一
つ
に
位
置
付

け
る
ポ
リ
ア
ミ
ド
（
Ｐ
Ａ
）

10
Ｔ
「
Ｘ
ｅ
ｃ
ｏ
Ｔ
」
の
市

場
拡
大
に
向
け
22
年
に
は
本

格
量
産
設
備
と
な
る
新
系
列

建
設
を
意
思
決
定
し
、
24
年

の
稼
働
を
目
指
す
。
年
産
２

千
㌧
規
模
を
想
定
し
、
年
産

５
０
０
㌧
設
備
を
置
く
宇
治

事
業
所
（
京
都
府
）
で
の
投

資
が
有
力
と
す
る
。
新
開
発

し
た
柔
軟
タ
イ
プ
も
押
出
成

形
用
途
な
ど
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
、
１
年
内
に
商
品
化
の

メ
ド
を
つ
け
る
考
え
。

　
独
自
開
発
製
品
の
Ｘ
ｅ
ｃ

ｏ
Ｔ
は
ポ
リ
フ
タ
ル
ア
ミ
ド

の
中
で
も
結
晶
性
が
高
く
、

耐
熱
性
に
加
え
成
形
性
、
摺

動
性
に
も
優
れ
る
。
植
物
由

来
原
料
（
ト
ウ
ゴ
マ
）
を
使

用
す
る
こ
と
か
ら
環
境
に
も

優
し
い
。
車
載
用
を
含
め
た

Ｓ
Ｍ
Ｔ
（
表
面
実
装
技
術
）

対
応
の
コ
ネ
ク
タ
ー
な
ど
電

子
・
電
装
部
品
向
け
を
は
じ

め
、
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
周

り
部
品
、
排
気
系
部
品
、
燃

料
系
部
品
、
セ
ン
サ
ー
・
カ

メ
ラ
筐
体
向
け
な
ど
で
市
場

を
広
げ
て
い
る
。

　
柔
軟
タ
イ
プ
は
、
Ｘ
ｅ
ｃ

ｏ
Ｔ
の
本
来
の
特
徴
を
維
持

し
な
が
ら
ポ
リ
マ
ー
成
分
の

工
夫
で
柔
軟
性
を
付
与
し
た

も
の
。
５
０
０
㍋

以
下
の

低
弾
性
率
を
特
徴
と
し
、
２

５
０
度
Ｃ
で
も
形
状
を
維
持

す
る
な
ど
耐
熱
性
（
融
点
は

ル
ス
が
通
り
抜
け
や
す
い
粗

大
空
隙
を
極
限
ま
で
抑
制
し

た
「
均
一
緻
密
構
造
」
と
し

た
。
内
面
側
は
高
空
隙
率
化

さ
せ
る
こ
と
で
水
が
流
れ
る

流
路
を
多
く
確
保
し
、
膜
全

体
の
透
水
性
を
高
め
た
。

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ


